
令和 5 年度 公募推薦入試 小論文試験問題（800字以内 制限時間 60分） 

 

《人間心理学科》 

【1 期】 

科学としての「心理学」の特徴について述べなさい。そのうえで、あなたが大学で「心理

学」を学びたい動機、どの領域の心理学を学びたいか、学んだことをどう活かしたいかにつ

いて具体的に説明しなさい。 

【2 期】 

「心理学」において研究が重視される理由は何か述べなさい。そのうえで、あなたは心理

学のどの領域のどのような研究をしたいか、研究したことをどのように活かしたいかにつ

いて具体的に説明しなさい。 

 

《現代社会学科》 

【1 期】 

江戸川大学が所在する千葉県流山市は、マンションの分譲件数も全国トップクラスを誇

るなど、若年層を中心に現在人口が増えています。この要因として、どのようなことが考え

られるでしょうか。そして、人口増大はまちづくりの観点から、どのような問題が生じると

考えられるでしょうか。あなたの考えを論じなさい。 

【2 期】 

日本では 2022年 9月現在、円安が進んでいます。このことにより、日本政府は 24年ぶり

の為替介入を行うなどの対策を講じています。この日本が円安になることが、なぜ重大な問

題なのでしょうか。そして、この円安が日本社会にどのような影響がおよぶことが考えられ

るでしょうか。あなたの考えを論じなさい。 

 

《経営社会学科》 

【1 期】 

サブスクリプション（継続課金）型動画配信最大手の米ネットフリックスが初めて、2四

半期続けて有料会員数を減らした。テレビ放送やレンタル DVD から顧客を奪って急成長し

たサブスク動画市場全体が、成熟化で曲がり角に来ている。 

「アマゾンプライム」や「ディズニー＋（プラス）」といったネットフリックスのライバ

ルが育ってきた。専門テレビチャンネルやプロスポーツ団体などによる専門型のサブスク

動画も増えている。IT（情報技術）、メディア、スポーツ、芸術など、多業種が入り乱れた

競争になりつつある。 

インフレのなか消費者は娯楽費について節約姿勢を強めており、料金の低い広告表示型

のサブスク動画の人気が増している。広告無しにこだわってきたネットフリックスも会員

数の頭打ちをうけて、来年から広告付きの廉価プランを導入することにした。価格競争はさ

らに激しくなりそうだ。 

コンテンツ競争も激化している。ウォルト・ディズニーなどの映画会社は他社の配信サー

ビスへの作品供給を止め、自社配信サービスによる囲い込みを始めつつある。対抗してネッ

トフリックスは独自作品の拡充に力を入れ、アマゾン・ドット・コムは大手映画会社を買収

した。消費者にとって配信サービスの選択肢が増える半面、一つのサービスで楽しめる作品

の選択肢は減ろうとしている。 

 

サブスク型動画配信業での競争のあり方について、あなたの意見を述べなさい。 

まず、どうあるべきかという結論を書き、次にその結論を導き出すに至った理由を具体的な

事例を組み入れて論述し、最後にもう一度結論を書いてまとめること。 

 

  



【2 期】 

原料やエネルギー価格の高騰、円安を背景とした消費財企業の値上げが一段と進んでい

る。値上げは業種を問わず幅広い分野に及ぶ。セブン―イレブン・ジャパンは今月、店頭で

いれるコーヒーを約 10～20%値上げし、コンビニカフェ市場を開拓した「100円」のワンコ

インをやめる。値上げした企業は原料高、物流コストの上昇を理由としている。 

内需依存型の企業の多くは激しい価格競争に直面し、20 年以上にわたり低価格路線を歩

んできた。小売りや外食では中国や東南アジアなどからの安い輸入品を武器に成長戦略を

進める例も相次いだ。だが、低価格が当たり前になり経営者にデフレ思考が染みついてしま

った。小売りや外食など雇用の約 7 割を占める第 3 次産業では賃金も抑えられ、低価格化

と所得低迷の悪循環に陥った。 

賃金が上がらない限りデフレは解消しない。企業は価格改定を機に、従業員の賃金アップ

など待遇改善も進め、デフレ経営からの脱却を進めるべきだ。消費者が納得する形で値上げ

を実施し、従業員にも還元する経営者が増えない限り、国内経済は一段とじり貧に陥る。 

人口減が深刻になるなかで、待遇改善をより一層進めないと、優秀な人材も集まらない。

消費関連の産業が全体で付加価値重視の価格戦略への転換を進めないと、悪循環は断ち切

れない。 

 

消費関連産業での従業員の賃金のあり方について、あなたの意見を述べなさい。 

まず、どうあるべきかという結論を書き、次にその結論を導き出すに至った理由を具体的な

事例を組み入れて論述し、最後にもう一度結論を書いてまとめること。 

 

《マス・コミュニケーション学科》 

【1 期】 

総務省の通信利用動向調査（令和 3年）によると、13～19歳の 85.6％がスマートフォン

を保有している。スマートフォンの普及が若者のコミュニケーション能力にどのように影

響しているか、あなたの個人的体験を含む実例を挙げて論述しなさい。 

【2 期】  

2001 年 4 月に「行政機関の保有する情報の公開に関する法律」いわゆる情報公開法が施

行され、誰でも国の行政機関に対して、行政文書の開示請求ができるようになった。しかし

近年は開示された文書が黒塗りされているなど、制度が十分に機能していないとの批判が

ある。情報公開制度が機能しないと、国民はどのような不利益を被る可能性があるか。実例

を挙げて論述しなさい。 

 

《情報文化学科》 

【1 期】 

以下の設問のどちらか１つを選び小論文を作成しなさい。 

 

1.あなたが注目している「情報関連技術」を一つ挙げ、その技術に注目する理由と、その技

術が発展することで社会にどのような影響を与えると考えられるかについて自分の考え

を述べなさい。 

 

2.「異文化を理解することとはどのようなことなのか」と「異文化理解を深める上で必要と

なることは何か」について自分の意見を述べなさい。 

【2 期】 

SNS におけるコミュニケーションの難しさについて、具体例をあげて示しなさい。また、

それを乗り越えるために必要と考えられる点について意見を述べなさい。 

 

 



《こどもコミュニケーション学科》 

【1 期】  

保育者として欠かせない資質とはどのようなものだと考えますか。また、将来、保育者と

して働くことになった場合、どのようなことを大切にして働きたいと思いますか。自分の考

えを述べなさい。 

【2 期】  

幼児教育における季節行事の重要性についてどのように考えていますか。例を挙げて具

体的に述べてください。また、その重要性を踏まえて、将来、どのような保育者になりたい

と思いますか。自分の考えを述べなさい。 

 


